
弛

球
宙
偲
四
国
の
緊
蕗
に
就
い
て

余
は
日
本
に
於
け
る
来
港
の
敬
蓮
ビ
其
の
地
理
的
億

件
ど
の
開
係
を
流
明
せ
ん
だ
し
.
研
究
を
先
づ
四
団
に

弛
む
る
に
常
-
p
其
の
開
係
の
比
較
的
簡
革
な
る
場
令

を
戟
ん
に
は
須
-
時
を
育
代
に
観
る
べ
し
ぎ
の
考
定
よ

ゎ
試
み
に
和
名
抄
時
代
に
於
け
る
郷
の
僚
蓮
ビ
英
の
地

理
的
催
件
ど
の
関
係
を
見
る
事
と
し
た
C3

和
名
抄
の
郷
が
現
今

の
何
れ
の
地
に
該
督
す
る
や
を

洗
す
る
に
督
-
て
は
ま
だ
し
て
都
岡
良
弼
氏
の
日
本
地

埋
憲
料
に
披
㌔

又
竃
田
楽
促
成
の
大
日
本
地
名
酔
酋

を
も
盤
看
し
た
が
.
其
の
決
定
に
は
比
較
的
厳
格
な
る

建
皮
を
持
し
.
都
岡
富
田
両
氏
が
共
に
和
名
抄
の
郷
を

現
今
の
比
較
的
頗
汎
な
る
地
域
p
即
ち

叫
付
着
し
-
は

二
相
或
は
其
れ
以
上
に
常
で
'
又
郷
中
現
今
の
何
れ
の

地
に
該
常
す
る
や
金
-
未
詳
の
･G
の
は
之
れ

を
措
き
多

少
の
手
感
-
を
存
す
る
-
の
は
凡
て
考
雷
を
就
み
之
れ

節
四
番

飾
三
助

lI〇
八

二
八

小

牧

賓

鱒

を
現
今

の
地
に
常
て
ら
れ
LJ
る
に
対
し
て
p
余
は
青
郷

中
明
確

に
現
在
の
大
字
'
小
字
著
し
-
は
小
村
に
其
の

遮
名
を
存
す
る
も
の
及
び
朝
岡
氏
の
考
葦
に
よ
-
現
地

ど
の
闘
係

7
月
明
瞭
ど
な
れ
る
も
の
ゝ
み
な
拾

ふ
事
ビ

L
P
五
甫
分

1
地
形
同
上
及
び
二

画

分

7
地
形
園
の

作
成
せ
ら
れ
灯
る
地
方
に
於
て
は
二

面

舟

山
地
形
陶

土
に
於
け
る

(四
坂
島
国
暗
中
要
塞
地
帯
に
屈
す
る
部

は
不
畢
見
る
を
得
ず
'
又
伊
汲
団
野
間
郡
大
井
郷
即
ち

現
今
大
井
相
の
位
凝
す
る
部
も
同
様
要
塞
地
樽
に
属
し

五
常
卦

1
地
形
閲
を
見
る
を
得
な
い
)
常
該
地
名
の
周

園
に
栗
を
以
て

7
圏
を
劃
し
之
を
以
て
育
郷
の
位
置
を

指
示
し
(現
今
肯
郷
名
を
侍
ふ
る
大
字
､
小
字
､
著
し
-

は
小
村
は
勿
論
必
ず
し
も
和
名
抄
時
代
の
郷
の
金
亀
な

ら
す
'
或
は
青
郷
の

l
部
な
る
や
-
知
れ
ず
或
は
大
部

な
る
や
も
知
れ
や
.或
は
又
盆
郵
以
上
な
る
や
も
知
れ
や



東
郷
が
葦
隙
如
何
な
る
報
国
に
亙
れ
る
か
は
佃
今
後
の

研
究
を
換

っ
て
明
か
な
る
べ
き
難
で
あ
る
か
ら
今
は
此

の
問
題
に
嫡
れ
な
い
だ
し
て
p
兎
に
角
青
郷
名
を
存
す

る
現
今
の
大
字
､
小
字
若
し
-
は
小
柑
或
は
青
郷
の
位

置
に
春

す
る
だ
思
考
せ
ら
る
ゝ
其
れ
等
が
大
概
育
郷
の

位
龍
を
示
す
は
明
か
で
あ
る
か
ら
此
の
方
法
は
大
し
て

誤
っ
て
属
kL6
い
ビ
恩
ふ
)
荷
之
れ
を
二
十
常
分

一
帝
国

同
に
移
し
以
て
概
観
に
便
な
ら
し
め
た
.

都
岡
氏
の
常
澄
に
よ
も
虫

の
現
位
置
明
瞭
な
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も
の

ど
し
て
給

へ
る
は
名
方
西
都
土
師
郷
'
名
万
乗
郡
名
方

郷
'
勝
浦
耶

託
羅
郷
､
塞
川

部
造
田
郷
'
醐

喝
郷
'
多

ノ
ハラ

和

郷
p

山
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喜
多
郷
p
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原
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摩
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山
旧
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､
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森
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郡
吾
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p
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井
郷
p
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郡

鯨
野
郷
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宇
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郷
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二
十
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郷
で
あ
-
P
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散
岐
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垂
水
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に
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す
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垂
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ハム
ラ

オ
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郡

石

村

郷

に
該
瞥
す
る
岩
村
'
及
び
同
長
岡
郡

大

角

郷
に
該
常
す
る
大
津
相
は
何
れ
も
小
村
に
し
て
大
字
印

材
ど
思
考
せ
ら
る
ゝ
を
以
で
之
れ
を
給

へ
る
事
h:q･J前
記

し
て
今
盤
考
の
た
め
青
郷
名
だ
P
青
郷
名
を
樽

へ
著
し

-
は
確

か
に
育
郷
の
焼
寵
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存
す
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思
考
せ
ら
る
ゝ
小

村
大
字
小
字
名
亡
を
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ば
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天
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コ
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､
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新
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新
居
､
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前
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上
村

非
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八
方
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八
方
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方
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坂
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耽
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柑
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節

三

放
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造

凹

カ
セ

鴫

耶

･'
ふ.L.t
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押

切

引
印
材
引
閃
拍

(
今
引
悶
町
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円
浦
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材

白
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村
人
野
山

隅
梁
村
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田
山

石
m
村
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山
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鴨
部
下
圧

サ
そ

紳

前

村

山
崎

志

度

村

志
度

(

哲
名
多
和
)
､

(
今
志
戊
町
志
戊
)

井
戸
村
中
井
戸

下
誠
岡
村
､
沸
上
村
上
拓
岡

氷
上
打
水
上

田
中
村
m
中

卒
非
村

井
上

申
非
郷
地
ノ
戸

牟
潤
秤
串
絶

命
紐
村
悦

耽
枯

田
村
光
依
田
､
四
柿
田

村
酉

植
円

田
措

印
材
池

m

坂

上
村
坂
元

十
川

相
沢
十
川
､
田
十
川

三
谷
村
田
三
谷

林
杵
上
林
ー
中
林
､
下
林

川

ylJ13
‥即
日
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目
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甘
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放

水

大
村
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村

大
卸
村
火
脚

由
佐
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由
佐

多
北

村
上
多

肥
､下
多

肥

大
刑
村
大

凹
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松
竹

篤
郎
村
坂
口
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宮
村
威
令
カ
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川
的
村
川
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カ
ツ
マ

折
紙
村
中
間

絃
打
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似
山

甘
食
村
(
今
仰
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町甘粕
)

ハ
ィ
ガ

羽
舵
A.i
Tナ

鴨.･リ叩
耶ーC-知

鵬
糊

付

断
仰

山

田
村

山
附
下
､
州
別
上

､

大
山
m

羽

舵

相
羽

舵

下

､

羽

床

上

利

羽
床

上

筑

茂

村

鴨

ノ
広

､本
鴨

古
代
四

川

の
取
落

に

就

い

て

那 ナ

二 一一 ∴ ∴一 二 二 一一 ∴ - -1

加
仙代
村
上
氏
加剛
t
T
.ai
即州

林
田
柑
上
林
印

長
旅
村
長

良

法

翻
串
柿

米
小
川
､
川
田
村

四

水
川

.:～;R
熊
村
.'節
鶴
来

､究
熊
田

坂
元
村
東
坂
元

､
田
坂
元

川
沖
村
下
川

浄

伐
野
村
光
二
､

川
田
柑
西
二

川
玲
村

姥
ノ
郷

榊
野
村
広

野
ー

四

畏
肘

､
上

県
肘
曽
肘
村
営

野
上
､

曽
脚

下

拓
環
村
田
祐
楳
~
光
祐
祐

ソ
･>
コソ

象
郷
村
上
榊
烈
ー
下
欄
兜

鞭
水
村
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甚
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郷
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上
金
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､
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車
過
守
町
生
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聾
舶
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町
上
菅
閃
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下
富
田

的
山励
村
法
折

四
箇
村
三
非

告
辞
阿
曽
原

範
囲
村
弘
田

筆
問
村
中
柑

雌
岡

村
下
勝
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､
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階
同

上

拓

桝

村
上

拓

糾
､

下

端

淑

サ
-
♂

別

田

大

野

村

大

野

巣

山
柿
下
端
野
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端

野
村

本

山
村
本
=
-

託
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柑

訊
問

辻
村
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紀
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村
水
之
郷

仲
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山
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川
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村
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井
波
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今
大
串
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非

力
)

滴
水
村

新
谷

諾
m
柑
寄
附
相
､
上
納
宮

､

穂
久

日
芯
材
拓
椅
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材
小
鴨
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淵

山

‖

町

山
m
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村
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小
牧
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進
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前
餌
付
下
m
村
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村
仇

W
m

寸
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阿
州
山村
江
村

大
蹄
村

(
小

牧
日
此

村道
小

村
)
三
和
村
片
山

介
良
材
本
村
､
介
良
野

犬
様
相
筏
原
オ
ホ
ソヰノ

大
筋
村
大
輔
野

(

令

大輔
)

小
拭
坂
村

､
高知
市
(歯
大

滋
坂
)

鴨
川
相
場
瓢

湖
愈
村
営
ノ
前
ー
宵

ノ
抱

(
小
牧
日

常
朝
倉
帥

敢

)

拓
的
町
筋
閃

蔓
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ア
舟
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ハ
カ
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吾
川

川
内
村

波
川

ア
マ
梅
郷
-rr
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三
井

新
伊
村
新
居

ハ
タ
脚
多

郡
汁
ホ
〃タ

大

方
イ
サ
ノ
鯨
断

碑
松
村
伊
佐

第
四
番

第
三
髄ヤ
ヤク
山
t=

ヒ
T･1-1
枚
m
山ソ
ワ

三

E
E

三
凹

山
若
付
山
田

宇
和

中
村
町
不
破

前
編
の
表
に
よ
れ
ば
和
名
抄
に
見
ゆ
る
郷
中
之
を
現

今

の
何
れ
の
地
に
常
つ
べ
き
や
不
明
な
る
も
の
は
阿
波

圏

に
於
て
は
九
郡
四
十
六
郷
中
二
十
六
郷
p
訟
版
図
に

於
て
は
十

7
郡
九
十
郷
中
十
三
郷
.
伊
政
園
に
於
で
は

十
四
郡
七
十
二
郷
中
二
十
八
郷
､
土
性
図
に
於
で
は
七

郡
四
十
三
郷
中
十
四
郷
で
あ
っ
て
.
之
れ
を
官
分
此
に

で
示
さ
ば
阿
披
園
に
於
て
は
宮
中
五
十
五
p
蛮
岐
園
に

於
て
は
同
十
四
p
伊
改
組
に
於
て
は
同
三
十
六
p
土
佐

陣
に
於
て
は
同
三
十
二
p
之
れ
を
四
囲
金
鰻
ビ
し
て
見

れ
ば
二
百
五
十

T
郷
中
不
明
な
る
も
の
八
十

1
郷
p
即

ち
百
中
二
手

二
p
換
言
す
れ
ば
金
髄
の
約
三
分

1
窮
で

あ
る
｡
餌
之
れ
を
幽
郡
別
に
示
せ
ば
次
表
の
か
-
で
あ
る
｡

閥
耶
馬

阿
波
団
凝
野
耶

阿
波
耶

薬

店
郡
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宅
方
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刈

m
耶

六

伊

犠

規

七
二
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理
耶

五

新
府
耶

六

周
敷
郡

七

T;.･rtJ相
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三

越
智
耶

l
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野
間
郡

五

風
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久

盤

m
榔

咋

小
へ
仙
郷

伊

鞄

耶

寄

多

耶

宇

和
郡

四 三 六 四五
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孟 宗 宗 針 現

川

五 九 八 八三

二 二 一 二 四

上
絢
の
義

に
よ
っ
て

1
暦
明
か
な
る
か
-
郷
名
の
滅

び
た
る
も
の
は
阿
級
に
於
で
最
も
多
-
.
伊
汲
土
佐
に

於
て
租
少
-
讃
岐
に
暦
で
最
も
少
き
が
其
の
原
因
は
奈

迫
に
存
す
る
や
今
は
詳
で
な
い
｡
阿
波
圃
殊
に
板
野
郡

に
於
で
多
-
の
郷
名
の
滅
び
た
る
は
恐
ら
-
竃
野
川
下

流
に
於
け
る
河
迫
の
担
連
に
よ
る
貌
港
の
疲

壊
移
植
等

の
原
因
に
よ
る
も
の
ご
恩
は
れ
p
其
の
他
の
地
方
に
於

け
る
郷
名
の
消
滅
も
又
其
の
地
排
的
傭
件
ビ
開
通
す
る

所
少
-
な
い
ビ
思
は
れ
る
が
そ
の
究
明
は
荷
今
後
の
研

究
を
倹
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡
来
港
の
消
滅
p
少
-
ĴJ

も
果
落
地
名
の
改
虜
だ
地
的
催
件
ど
の
間
に
何
等
か
の

関
係
は
な
き
や
p
地
的
傭
件
亡
は
必
ず
し
も
河
道
捷
避

の
み
に
止
ら
ず
幾
多
の
藤

件
の
兼
令

で
あ
-
得
る
が
其

れ
が
何
で
あ
る
が
の
究
明
は
賂
凍
研
究
の

1
眉
目
で
あ

る
0

古

代

凹
附
の
釆
諮
_こ
就
い
て

取
落
の
消
滅
或
は
漁
港
地
名
の
改
暦
が
何
に
よ
れ
る

か
は
他
日
の
研
究
に
譲
る
ど
し
て
兎
に
角
四
国
金
髄
に

於
け
る
二
百
五
十

1
郷
中
八
十

1
郷
を
除
-
他
の
百
七

十
郷
は
精
確
賓
に
今
日
の
略
何
れ
の
地
瓢
に
該
常
す
る

や
之
れ
を
明
か
に
な
し
得
る
の
で
あ
る
が
余
は
之
れ
を

五
番
昇

一
地
形
固
及
び
二
十
高
倉

f
帝
国
同
上
に
示
し

た
る
後
古
郷
の
敬
蓬
だ
其
の
由

現
的
傾
件
Ĵ,J
の
関
係
を

究
め
ん
だ
欲
し
先
づ
其
れ
が
地
形
だ
の
関
係
を
明
か
に

せ
ん
が
た
め
五
番
分

一
地
形
間
に
於
け
る
官
米
撃
偽
線

を
通
わ三
十
七
固
上
に
於
て
之
れ
を
褐
色
に
着
色
し
平

地
ビ
急
斜
甫
ど
の
儀
別
を
明
か
に
せ
る
抽
巣
此
所
に
顕

著
な
る
革
質
が
明
か
ど
な
っ
た
0
即
ち
丸
亀
間
隔
内
に

於
て
長
尾
(鵜
足
郡
長
尾
郷
に
常
る
)興
野

(那
珂
郡
異

野
郷
に
常
る
)
桧
山
因
幡
内
に
於
で
中
村
嵐

早
郡
那
賀

郷
に
雷
る
)
が
官
米
以
上
､
川
上
固
帽
丙
に
於
で
下
林

lZ
冨

三
五



地

境

(洋
犬
郡
罪
志
和
に
潜
る
)
が
肯
兼
の
地
瓢
に
位
す
る
外

他
の
凡
て
､
印
も
宵
七
十
郷
中
音
六
十
六
郷
が
凡
て
時

政
官
米
以
下
の
垂

地
に
任
し
'
該
四
郷
の
位
す
る
官
米

以
上
の
地
ビ
雅
も
殆
ん
で
準
地
亡
兄
倣
し
得
る
所
な
る

の
革
質
之
れ
で
あ
る
｡

官
兼
以
上
著
し
-
は
以
下
三

芯
ふ
が
如
き
は
決
し
て

蒐
婁
な
る
問
題
で
は
な
い
.
凹
園
の
如
き
島
団
に
あ
ら

ず
し
て
揮
岸
よ
り
の
距
離
大
な
る
地
方
に
於
で
は
宵
米

以
上
の
地
に
荷
多
-
の
平
地
が
春
し
此
所
に
数
多
の
東

蕗
が
僚
達
し
得
る
の
,で
あ
る
か
ら
今
四
囲
の
場
食
に
於

て
首
米
以
下
な
-
や
以
上
な
-
や
は

怨
か
-
重
源
で
な

-
寧
ろ
平
地
な
-
や
否
や
が
問
題
ビ
澗
る
の
で
あ
る
が

育
代
四
囲
の
巣
蕗
が
多
-
平
地
に
聴
蓮
せ
る
の
事
軍
は

兜
づ
顕
著
な
る
革
質
.IJ
L
k･6け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡

此
は
云
ふ
ま
で
も
な
-

l
に
は
寧
地
が
新
作
に
通
し

最
も
生
塵
的
の
地
に
し
て
衣
食
の
資
料
を
iii
AJ･JL
で
虚

業
に
仰
げ
る
住
民
の
居
住
は
此
の
地
に
於
で
澱
も
厩
な

-
L
に
よ
-
叉

1
に
は
中
地
の

〟
部
た
る
海
岸
地
方
が

漁
捗
に
よ
る
生
活
に
甚
だ
好
適
な
-
L
に
よ
る
｡
其
の

他
仰
山粧
〃
の
原
田
に
も
よ
ら
う
が
兎
に
角
古
代
四
囲
の

節
四
番

弟
三
助

三
内

三
六

漁
港
が
多
-
海
岸
地
方
の
平
地
に
集
中
せ
ら
れ
山
地
に

稀
薄
な
-
L
は
地
埋
上
よ
-
見
て
甚

だ興
味
あ
る
革
質

で
あ
る
｡

平
地
に
人
口
'
従
っ
て
袈
港
が
集
中
し
山
地
に
之
れ

が
稀
薄
な
る
は
現
今
の

7
般
傭
態
で
あ
る
か
ら
其
れ
よ

-
推
し
て
育
代
p
来
港
が
海
岸
附
近
の
卒
地
に
集
中
し

山
地
に
稀
薄
な
-
L
は
何
等
不
思
議
の
一事
質
で
な
-
之

れ
を
顕
著
な
革
質
ど
は
云
ふ
に
足
ら
ぬ
の
セ

あ
っ
て
唯

育
代
の
痕

蕗
を
碓
欝
な
る
地
固
上
に
記
入
し
其
の

7
般

の
分
布
を
概
観
す
る
時
今
更
の
如
-
顕
著
な
る
革
質

だ

し
て
成
せ
ら
る
ゝ
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
欝
際

は

今
ま
で
に
出
で
た
る
結
果
は
寧
ろ
雷
魚
の
藤
娘
で
極
め

て
平
凡
な
る
革
質
の
明
示
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
然

し
な
が
ら
兎
に
角
上
述
の
飴
某
で
苗
代
四
囲
に
於
け
る

取
落
の
分
布
は
大
概
明
か
/̂J
な
-
之
れ
を
以
て
育
代
四

囲
の
塩
溶
地
現
は
其
の
概
論
の
み
は
構
成
せ
ら
れ
た
る

事
に
な
る
か
ら
今
後
は
郷
の
分
布
静
蓮
だ

7
般
地
理
的

確
件
例
へ
は
地
貿
地
形
気
候
水
甥
等
種
々
の
催
件
ど
の

闇
係
を
究
め
同

1
卒
地
に
於
で
-
各
地
方
に
よ
-
集
落

鰐
皮
に
井
目沢
あ
る
所
以
J皆
川
か
に
し
爪阿
進
ん
で
は
各
艶



欝
の
.敏
捷
ビ
該
地
に
於
け
る
聴
殊
の
地
的
楯
件
ど
の
,闘

係
を
:-1
か
に
し
如
何
に
八
強
が
基
の
地
的
婁
境
に
影
響

せ
ら
れ
p
之
れ
に
順
燃
し
著
し
-
は
之
れ
を
支
配
し
た

る
か
の
種
別
な
る
場
令
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事

･/J
な
っ
た
O
A
r
H
は
漸
-
基
本
的
地
丁櫛
的
作
業
を
終
れ

る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
作
業
中
乗
付
け
る
考
へ
の

T
端
を
威
し
以
て
後
日
の
研
究

に
資
せ
ん
だ
す
る
の
で

あ
る
｡
(
1九
二
苅
エ
ハ
二
l
)

鍾

束

大
震

災

F
,

)

神

戸

港

大
正
十
二
年
九
月
の
閥
東
大
農
鹿
が
p
紳
声
港
に
如

何
な
る
形
準
を
及
ぼ
し
吾
か
/̂J
M
ふ
こ
/̂J
は
'
興
味
あ

る

山
題
目
た
る
を
失
は
ね
.
附
し
て
そ
れ
は
'
簡
単
に

云
へ
ぼ
横
渚
の
衰
微
に
代
る
紳
声
の
典
隆
で
あ
る
が
､

詳
細
に
観
察
す
れ
ば
'
そ
の
間
に
叉
種
々
の
問
題
が
あ

る
標
で
あ
る
｡

本
篇
に
は
ま
だ
し
て
大
正
十

一
年
以
後
三
ヶ
年
臥
統

計
を
引
用
す
る
｡
選
炭
は
大
正
十
二
年
の
九
月

l
口
で

あ
っ
た
か
ら
.
十
二
年
の
統
計
に
は
貫
凝
離
の
状
態
ビ

麓
英
後
の
状
鰻
ĴJ
が
.
二
ビ

1
の
制
令
で
混
入
舶
殺
し
t

開
架
大
臣
炎
で
剛
戸
汚

西

砲

正

夫

で
敦
ほ
れ
て
屠
る
笠
で
あ
る
｡

元
凍
横
潰
'
神
戸
の
両
港
が
我
が
囲
貿
易
界
の
二
大

闘
･yJ
し
て
束
酉
に
雄
副
し
て
屠
る
三

富
ふ
こ
E
は
､
僅

々
二
三
十
年
雄
の
こ
と
で
'
明
治
の
前
年
に
於
で
は
横

渚
の
盛
況
に
比
し
て
p
神
戸
の
微
々
た

る
状

髄
は
到

底
比
硬
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡
即
ち
明
治
元
年

に
於
げ
ろ
戯
易
帝
を
見
る
ビ
P
横
渚
は
金
閣
の
八
割
を

古
め
p
紳
月
は
僅
か
に
四
分
を
占
む
る
に
過
ぎ
な
か
っ

た
｡
明
治
三
年
以
後
翻
月
の
輩
境
捕
著
し
-
P
六
年
に

は
輸
出
入
組
頻
に
劃
し
て
.
横
演
が
七
糾

小
舟
p
紳
声

ニl七

三
七


